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２０1８～２０1９年度主題 

国 際 会 長 主 題「私たちは変えられる」“Yes,we can change” 

ア ジ ア 会 長 主 題「アクション！」“Action”” 

 東 日 本 区 理 事 主 題「為せば、成る」 

  あ ず さ 部 部 長 主 題「未来はそれに備える人のものである」 

  長野クラブ会長主題”Change, challenge、and  charge”変わろう 挑戦しよう そして充電しよう 

今月の言葉    

AI は意志を持ち私達と対立するようになるかもしれない。人間の知恵が確実に勝つようにしようでは

ないか。                   

                            （スティーヴ・ホーキンス） 

       

        ４月例会          

 日時 2019 年４月１７日（水）6:30pm~ 

会場 ふれあい福祉センター ５F504 

        司会 福島 Y's 

１．開会点鐘            会長 

２．ワイズソング、ワイズの信条 

３,  会長あいさつ          

４． ゲスト紹介         

５． 報告 

お花見会インオオムラサキの里               会長   

  吹き矢の体験会報告玉木 Y's、小林 Y's   

６．ワイズディナー   

７．5 月 11 日の評議会について 

  役割分担と準備会                             

  ８．ニコニコ献金 

９、ハッピーバースデー 

１０、閉会点鐘        会長 

                                     

 

 

 

  

 

 

 

３月のデータ 

在籍会員   １２名  

例会出席者   ７名 （６０％） 

 

会長  森本俊子 

副会長  福島貴和 

書記    小林美彦 

会計  倉石美津子 

ブリテン  堀内雅俊 

担当主事  露木淳司 

 

 

 

例会のご案内 

毎月第３水曜日 ２０１９年４月１７日    

１８時３０分から２０時３０分 

ところ レストラン やま 

連絡先 会長または書記へ 

tokoton921@gmail.com（森本会長） 

koba31819@outlook.com（小林書記） 

 

 

     元号が変わることで思ったこと     森本俊子 

 「令和」という時代がやってくる。こんなにも明るいことと

して多くの人がとらえ、新しい時代の訪れを期待しているよう

に感じますが、皆様はどのように思っていらっしゃいますか。 

 私は万葉集もじっくり読んだことがなかったなあと、引用さ

れた梅の歌を万葉仮名で鑑賞して、これを仮名に直した昔の人

の英知に感心したり、皇室の方々の未来に心配を持ってしまっ

たり、刺激の多い平成の終わりを送っています。 

 令の字が 6種類の書き方があって、そのどれも正しいという

説明があり興味を持ちました。漢字の書き取りに当たって、は

ねがどうとか、とめがどうとか、やけにうるさい教育を受けた

人々にとって拍子抜けする話題かと思います。おおらかな幅を

もってみんなが違ってもいいという時代がやってくるのでしょ

うか。よろしく和の精神で、と寛容の心が大切にされるのでし

ょうか。 

 わが子の名前を考えたときも二転三転して決まりましたが、

夫の名前については思いがけない物語があります。百歳で亡く

なった姑が大事にしまっておいてくれた 6 人の子供それぞれの

へその緒の入った書付には候補になったほかの名前が書かれて

いました。もしそちらの名前だったら運命が変わっていたかし

ら、などと言いながら亡き人を偲んだ日から早 5年になります。 



 

 

        

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

3 月例会報告 

3月 20日（水）レストランやま 

出席 勝田、久保田、倉石、小林、玉木、福島、森本 

ビジター 大和田浩二 Y's（松本クラブ） 

大和田さんが、はるばる山梨から見えて、YMCAの設立への夢を語られた。湯田さんとも電話で話された

とのことで、湯田さんはご都合がつかず欠席だったが、意欲はお持ちの様だとのことだった。 

食事をしながら、福島 Y'sのカンボジアの旅報告を数十枚の写真を見ながら伺った。旅は 1月の下旬の

旅だったが、カンボジアの世界遺産となっている地域を極める旅とのことで、企画の旅行者が非常に優

秀で、なかなか見られないところまで見たり写真を撮ったりしてみえて、旅行中の福島 Y'sの笑顔が格

別なのによく歩く強行軍の旅だったことや、新聞報道の誤りにより恐ろしい虐殺事件が起こってしまっ

たことがあったという事実なども報告された。 

 

                  

 

 

 

 

 

〜春休み 吹き矢体験会〜 

   昨年に引き続き ズポーツ吹き矢の体験会を行いました。 長野市の広報や、信濃毎日

新聞でも募集し、 3 月 30 日(土)の 13:00〜16:00 長野市ふれあい福祉センター５階ホール

に 40 名近い参加者を得て実施、楽しい体験会ができました。（準備 11 時から）SBC 信越放

送の夕方のニュースで紹介されました。 長野ワイズからは、久保田、勝田、倉石、小林、

玉木 、堀内、森本が参加しました。主催: 公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会長野支部、

後援: 長野市 協力 長野ワイズメンズクラブ、信州ユニバーサルサポーターズ 

  

       

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松代のオオオムラサキの里でお花見して来ました  

 

平成の花咲か爺さんたちとオオオムラサキの食そうとなるエノキの林でお花見。 

小林、倉石、福島、森本が参加しました。事務局長夫人の手料理のうまかったこと。     

数年後には車椅子でも行けるように整備してくれるそうですがなにしろ今は写真でわかる通

りの山のなか。キャタピラー付きの作業車と、ひとりのかたのおんぶの甘えで現地まで行け

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これからの予定 
5 月  日評議会準備 場所 未定 
 
５月１ １日（土）長野市勤労者福祉会館しなのき      
長野クラブホストで、あずさ部第三回評議会 
 
5 月 15 日（水）例会 ご苦労様会 
 
6 月 1 日（土）2 日（日）国立オリンピック記念青少年総
合センターで 東日本区大会 

 
 クラブ費の振り込みをお願いします 
ワイズ会費を払うことが、ワイズ活動のボランティア参
加に直結しています。 
今年度後期会費（１月～６月）１８０００円のお振り込みをお
願いします。（1年分は 36000 円です） 

八十二銀行 昭和通営業部番号 214) 
        普通預金 口座番号 871118 

長野ワイズメンズクラブ会計 
       倉石美津子 

 

 YMCA たより                         露木淳司  

「羊は一人の羊飼いに導かれ、一つの群れになる。」 

山梨 YMCA の 2019 年度の基本聖句です。ヨハネによる福音書 10 章にある聖句ですが、かつて、ニュ

ージーランドを旅した時にテカポ湖という湖のほとりに「良き羊飼いの教会」という名の石造りの教

会がありました。この世のものとは思えないような幻想的な雰囲気に囲まれたチャペルが印象的でし

たが、それから約 20 年の時を経て、この良き羊飼いの意味について学ぶ機会がありました。良き羊

飼いとは言うまでもなくイエスさまのことです。イエスさまは羊を守るためには命も捨てるとして、

十字架にかかることを暗に示されます。オオカミが襲ってくると羊を置いて逃げてしまうような、雇

われ羊飼いたちの下にいる羊たちのことを憂いています。イエスには、ご自分の囲いに入っていない

すべての羊たちを救わなければならないという使命感があります。私たち YMCA は、基本原則やそれ

ぞれの YMCAの使命の中で、このイエスの生き方に倣う活動をするように求められています。 

今までの山梨 YMCA の囲いには主に心身ともに健康な青少年ばかりが集められていました。近頃では

介護を必要とする高齢者や、発達障がいの子供たちが加えられ、新しい会館では新たに乳幼児や留学

生、外国籍市民などを招き入れようとしています。すべての人が良き羊飼いに導かれて一つの群れと

なることを夢見ているのです。 

いよいよ新会館建設の年度に入りました。連休明けには保育所、8月末には本館の着工を予定してい

ます。どうか最初から最後まで良き羊飼いの導きを信じて進む、弱き羊の群れに過ぎない私たちです

が、ワイズメンの皆様のお祈りでさらに強め、お支えいただけましたなら幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 


